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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築港

２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６

-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★「過去に目を閉ざす者は現在にも盲目だ」

と演説したのはドイツ大統領だったワイツゼッ

カーさん。平和運動でよく使われる言葉です

が、区画整理記念事業の検討（１頁）にも言える

こと。何よりも水害に強い港区の土台を造った

歴史を次世代へ継承するという同事業の趣旨

に沿った方向で進むことが期待されます。 

★その世界的名言をまさに平和運動に生かそ

うとの提言が、今年も髙橋健治さんから投稿さ

れました（１０頁）。戦争による加害・被害の両面

を直視するためにと供された映画の話は実に

ドラマチックで教訓的です。 

★ほかにも今号では、最近の戦争政治に警鐘

を乱打する内容が目白押し。「大空襲を語る集

い」「港戦争展」の案内（１２頁）、戦争体験記の

頒布(１４頁)、戦争法案を危惧する投稿（１６頁）、

歌と朗読でファシズムを糾弾するシャンソン歌

手（２８頁）、そして前号から連載の小川さんの

戦争体験談（３６頁）。こうした力が相まって、平

和へ向かう戦後７０年となりますように！ 

★ともあれ平和でこそ成り立つのが商売や芸

術の世界。夜店や露店で賑わう商店街（２２、２４

頁）、パリからの里帰り演奏に意欲燃やす港区

出身女性（２６頁）、事故から復活した歌手のチ

ャリティ呼びかけ（３１頁）―等々には、当たり前

と思わんと、しっかり平和を感じて下さいね。 
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